
今後の社会資本の維持管理費用の増大が予測される一方，新設構造物に対しては品質の良いコンクリートを施工するこ
とで将来のメンテナンスコストを抑えることができる技術が求められています。本研究では初期養生によるコンクリー
トの耐久性向上技術の開発を目的として，打込み直後にコンクリートから生じるブリーディングや気泡を排出する透水
作用と凝結後の速やかな給水による湿潤養生を，脱型せずに連続で行うことができる施工技術を考案し，実用化に向け
た検討を行いました。

断面内に水を供給することができる有孔透水板をせき板として使用し，コンクリート打込み面側に透水性シートを設置
してコンクリートを打込みます。これにより，打込み直後はコンクリートから出るブリーディングや表面の気泡を除去
することができ，凝結後には透水板に水を供給することによりコンクリートを湿潤養生することができます。本工法では，
初期の余剰水の排出によって表層部の水セメント比を低減させることによる細孔組織の緻密化の効果と，その後脱型せ
ずに速やかに実施される湿潤養生の効果により，高い耐久性を確保することができます。

壁高欄を模擬した実大規模の部材製作試験を通して本養生の標準的な施工法を確立しました。非破壊調査および採取コ
アの耐久性試験の結果，通常の木製型枠を用いて製作した部材と比較して，透気係数が低減し，中性化抵抗性や塩分浸
透抵抗性が向上することが確認されました。また，橋梁の壁高欄の一部へ試験適用し，現場施工においても十分な施工
性を確保できること，非破壊検査によりコンクリート表層の品質が向上することが実証できました。
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排水・湿潤連続養生の概要 型枠の組立て状況
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